
2023 年 3 月 31 日 

 

令和 4 年度 全寮制アンケート結果報告について 

 

ア ン ケ ー ト 実 施 日：令和 4 年度完全退寮の直後（～1 月）に実施 

 

1） アンケートの実施目的について 

    昭和大学富士吉田教育部では、学生達の率直な意見や要望を収集し、施設や教育方針の改善と検討

時に参考にするとともに、学生の寮生活の現状をより深く理解・共有し、今後の学生指導に活かすた

め実施しました。 

当アンケートは全体で 45 問の設問で構成することとし、アンケート結果はクロス集計及び重回帰分

析を用いて考察しました。結果については、大学ホームページ・学生・関係職員に対して適切に共有し

ていくものとします。 

 

 2）アンケート結果について 

    回答数は 341 件となり、うち医学部 19.9％、歯学部 16.4％、薬学部 35.5％、保健医療学部 28.2％ 

   と学生より寮生活や施設について率直な意見を収集することが出来ました。 

本学の特徴となる「第一学年次全寮制」が志望動機となったかについての設問に対し「はい 64.4％、

「いいえ」35.5％と半数以上が本学の全寮制に魅力を感じているという結果となった。入学時点におけ

る期待度・不安度については期待度が大きい反面、不安度も同様に感じていた学生が多い結果となりま

す。 

施設に関する設問に関して、図書室や自然教育園については勉強や BBQ などで使用する学生が多い 

   ため「利用した」との回答がほとんどでしたが、夜間の講堂・食堂および医薬資源園については「使用 

したことがない」との回答が多くありました。令和 4 年度については、新型コロナウイルス感染症の影 

響が大きく、感染防止対策等で行動が多く制限されたことにより「利用しなかった」または「利用でき 

なかった」ことが要因として考えられます。また施設の充実度については全ての施設についておおむね 

充実しているとの回答結果となりました。 

 

3）新型コロナウイルス感染防止対策に対する学生からの意見について 

  新型コロナウイルス感染症流行に伴い、学生へ外出や外泊に対しての行動制限等の様々な感染防止

対策を実施し協力していただきました。今後、コロナ禍でもより良い学修と寮生活のため新型コロナウ

イルス感染症に対するルールを改善していくこととし、今までの感染防止対策に対して学生はどのよう

に感じていたのかを把握するためアンケートを実施致しました。 

  アンケート結果として、実施した感染防止対策に対して「妥当であり、納得できる」が 31.1％、

「妥当であるが、納得できない」24.9％、「守っているが納得できない」または「まったく妥当ではな

い」が 43％と半数以上の学生が感染防止対策に対して納得できていない傾向があることがアンケート

結果として分かりました。 

当アンケートを通じて確認した納得できない理由として「もっと外出がしたかった」「制限が多く

ストレスに感じる部分があった」「感染症により授業が休講となって大変だった」と気分転換や他者と

の交流の場が制限されることに対しての意見が多くあり、感染防止対策に対して少なからず学生がスト

レスに感じていたことが結果として見受けられたため下記(4 の項目参照)改善を実施することとし致し

ました。 



 

 4）学生からの要望について 

   富士吉田校舎内の施設に対してアンケート回答にて学生より下記要望があったことが報告された。 

  ・自然教育園：「キャンプチェアが欲しい」「BBQ の予約状況がわかりにくい」 

  ・グラウンド：「地面が凸凹しており、運動がしづらい」 

  ・講 義 室：「椅子が座りづらい」「机に傾斜がついており、ノートなどが書きにくい。」 

  ・体 育 館：「トレーニング器具を増やして欲しい。」 

  ・各 寮：「夏場は暑いのでクーラーが欲しい」「シャワーカーテンが欲しい」「掃除機が欲しい」 

  ・スクエアガーデン：「Wi-Fi を付けてほしい」 

 

   学生からの要望については、下記改善を実施・検討し、その他の要望についても可能な限り反映させ

ていくことといたしました。 

  ①自然教育園：BBQ 等で学生達の交流の場として使用頻度が高いため、キャンプチェアの増設を検討。

予約状況確認については IT（マハラ）にてスプレッドシートを作成し改善を実施する。 

  ②グラウンド：委託業者にグラウンドの整備を 4.5.7.8.10 月に実施し改善する。 

  ③講 義 棟：今後、施設新設の際に検討事項とする。 

  ④体 育 館：別施設内に新たなトレーニングマシーンを設置する予定。 

  ⑤各 寮：施設の構造上、設置困難なためスポットクーラーをレンタルし対応していく。 

シャワーカーテンは設置予定。 

  ⑥スクエアガーデン：新たに Wi-Fi を設置する。 

 

 

 5）クロス集計および重回帰分析結果について 

   アンケート内の設問に対してクロス集計および重回帰分析が実施し、下記の結果となりました。 

 【分析設問】 

  ・Ｑ41-1 寮生活での経験に対する現時点での率直な感想はどのようなものですか？ 

    1.とても楽しかった ＜ 2.楽しかった ＜ 3.ふつうだった ＜ 4.つらかった ＜ 5.とてもつらかった 

・Ｑ41-3 あなたの 1 年間の寮生活は、現時点で評価するとどのようなものですか？ 

   1.とても有意義であった ＜ 2.有意義であった ＜ 3.どちらとも言えない ＜ 4.無意味であった 

 

 【分析結果】 

  Ｑ41-1 について 

「とても楽しかった」または「楽しかった」は 86％「ふつうであった」5.1％「つらかった」または

「とてもつらかった」は 8.9％との結果となり、各学部ともに回答結果に差が生じることはありません  

でした。 

重回帰分析で関連性が深い 9 項目を抽出し、最も影響が大きかった項目として「四人部屋での生活」 

が挙げられ、四人部屋での生活に対して不都合に感じていると、よりつらかった傾向となっていると分

かりました。またその他の関連する項目として「人間の成長」「コンパの雰囲気」「学習習慣」 

などが寮生活の感想において「楽しかった」と「つらかった」の分かれ道として考えられる要因であ 

ることが示唆されます。 

 

 

 



 

Q41-3 について 

「とても有意義であった」または「有意義であった」は 91％、「どちらかとも言えない」7.7％、「無

意味だった」が 1.2％との結果であり、Ｑ41-1 と同様に学部ごとで回答結果の差は生じなかったこと 

が回答結果として見られました。関連性が深い項目を重回帰分析により 5 項目抽出し、最も「有意義」

と「無意味」の分かれ道として影響があった項目として「人間性の成長」が挙げられ、人間性の成長を

実感できていると、より有意義に感じている傾向にありました。その他の項目として「部屋における自

分と他者との欲求の調整」について寮生活が欲求の調整に役立ったと感じている学生は「有意義」に感

じている傾向にあり、「相手が細かいことに細かすぎる」や「学習習慣が悪化した」と感じている学生

は「無意味」に感じる傾向があることがアンケート結果をうけ推測されます。 

 

6）総論 

学生のアンケート回答に基づくと、大学の施設や寮生活に関する意見や要望を収集し、改善や検討に

活かすことを目的として行い、回答数は 341 件で、寮生活や施設に関しての学生からの率直な意見が回

答として得ることができました。 

全寮制度についての質問に対しては、64.4%の学生が本学の全寮制に魅力を感じていると回答をした

一方で、入学時の期待度と不安度の質問では、学生の多くは期待度が高い一方、不安も感じていること

がアンケート結果から推測されます。 

施設に関する質問では、図書室や自然教育園の利用が多かった一方で、夜間の講堂、食堂、医薬資源

園の利用は少ない傾向にありました。これは、新型コロナウイルス感染症の影響や制限が要因として考

えられます。また、施設の充実度については全体的に充実しているとの回答傾向が見られました。 

各種学生からの要望には、自然教育園でのキャンプチェアの追加や BBQ 予約の改善、グラウンドの

整備、講義室の椅子や机の改善、体育館でのトレーニング器具の増設、寮内でのクーラーやシャワーカ

ーテンの追加、スクエアガーデンでの Wi-Fi 設置などがありました。これらの要望は、可能な限り対応

し、改善を実施・検討していくこととしました。 

また、クロス集計と重回帰分析の結果から、寮生活での経験に対する感想や 1 年間の寮生活の評価に

影響を与える要因が示唆されました。四人部屋での生活や人間性の成長などが感想や評価に影響を与え

る傾向にあるため、指導担任が様々な部分で介入し、よりよい人間関係構築を促すための指導体制を構

築していくことを検討事項としていきます 

以上のアンケート結果を総合すると、学生の意見や要望を考慮しながら施設や寮生活の改善に取り組

み、学生指導の向上に役立てることが重要であると結論いたしました。 

 



 

【以下、アンケート結果抜粋】 
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Ｑ１２～１８は睡眠時間と部屋の施錠状況等のため省略 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 



 
上から 3 項目名：同じ趣味の人間関係（同期・先輩等）をつくるため 

上から 5 項目名：みんなが入ったから・サークルに入るのが当然という風潮だったから 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 



 

 

 



 

Q41-2 は自由記述のため省略 

 

 


